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歯科・口腔外科診療

１．口腔の診療：

1) 歯

2) 歯列

3) 治療歯, 義歯, 歯科インプラントなど

4) 歯周組織

5) 舌, 口唇, 口腔粘膜

２．顎(骨)の診療：

顎骨の形態, 顎関節, 顎運動など



当科で行われた検診

検診日 名前 性別 受診時年齢 障がい部位
歯科的
主訴

顎関節症状 備考

1 2016/10/21 A.N F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 両側TMD, 下顎頭に骨穿孔、
下顎隆起

2 2016/11/18 M.K F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3b C2本,

3 2017/1/27 N.K M 54 聴覚障害 開口障害 Y, 3b 両側TMD, 陳旧性CL

4 2017/1/27 K.K M 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 左側TMD,口蓋隆起

5 2017/1/27 H.O M 54 上肢障害、ワレンベルク症
候群、嚥下障害

N N 小顎症、歯に着色

6 2017/10/13 K.O M 55 聴覚障害 開口障害 N 右側筋突起過長症

7 2017/10/13 K.K M 55 N 右下の歯痛 N TCH,歯根破折、インプラント

8 2017/11/10 T.E M 55 N 奥歯の痛み N 歯周炎、智歯周囲炎、
オトガイ神経知覚鈍麻

9 2017/12/15 A.I M 56 聴覚障害 N N 上顎洞炎手術？

10 2017/12/15 S.Y F 55 N 右顎がカクカクする Y, 3a 右下顎頭低形成,下顎偏位
カリエス、変形性斜頭

11 2018/1/5 T.S M 55 上肢障害 N N 歯周炎

12 2018/1/5 M.I M 58 聴覚障害（重症）
歯科治療になかなか

行けない
N 開口障害、口裂狭小、う歯多数

13 2018/11/30 K.K F 57 聴覚障害
かみ合わせがおかし
い、顎がおかしい

Y, 4
開口障害、口裂狭小、う歯多数、歯
周炎、右下顎頭変形、
下顎骨骨髄炎

14 2019/1/18 R.T F 55 上肢障害 歯痛 Y 欠損歯列、顎関節可動制限



当初予想していた臨床症状

1. う蝕（むし歯）が多い.

2. 歯に実質欠損がある.

3. 歯周炎に罹患している.

4. 残存歯が少ない.

5. 舌, 口唇などの口腔粘膜に炎症がある

6. 下顎骨の形態異常

7. 開口障害, 関節雑音など顎関節異常
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（「頭蓋顔面の発生」（医歯薬出版から引用）

下顎骨の発生学的ユニット
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（「頭蓋顔面の発生」（医歯薬出版から引用）

下顎骨の発生学的ユニット



（「頭蓋顔面の発生」（医歯薬出版から引用）

（Meckel’sCartilage）

第１鰓弓由来



顎骨などの障害

• サリドマイド胎芽症では, 顎骨の発育異常,

高口蓋, 口蓋裂, 軟口蓋麻痺などが

みられる. 

• 軟口蓋の麻痺, またあまりケースとしては

多くないが, 口蓋裂などを合併している

ケースでは構音障害がみられることがある. 



結 果



F : M = 5 : 9
検診日 名前 性別 受診時年齢 障がい部位

歯科的
主訴

顎関節症状 備考

1 2016/10/21 A.N F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 両側TMD, 下顎頭に骨穿孔、
下顎隆起

2 2016/11/18 M.K F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3b C2本,

3 2017/1/27 N.K M 54 聴覚障害 開口障害 Y, 3b 両側TMD, 陳旧性CL

4 2017/1/27 K.K M 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 左側TMD,口蓋隆起

5 2017/1/27 H.O M 54 上肢障害、ワレンベルク症
候群、嚥下障害

N N 小顎症、歯に着色

6 2017/10/13 K.O M 55 聴覚障害 開口障害 N 右側筋突起過長症

7 2017/10/13 K.K M 55 N 右下の歯痛 N TCH,歯根破折、インプラント

8 2017/11/10 T.E M 55 N 奥歯の痛み N 歯周炎、智歯周囲炎、
オトガイ神経知覚鈍麻

9 2017/12/15 A.I M 56 聴覚障害 N N 上顎洞炎手術？

10 2017/12/15 S.Y F 55 N 右顎がカクカクする Y, 3a 右下顎頭低形成,下顎偏位
カリエス、変形性斜頭

11 2018/1/5 T.S M 55 上肢障害 N N 歯周炎

12 2018/1/5 M.I M 58 聴覚障害（重症）
歯科治療になかなか

行けない
N 開口障害、口裂狭小、う歯多数

13 2018/11/30 K.K F 57 聴覚障害
かみ合わせがおかし
い、顎がおかしい

Y, 4
開口障害、口裂狭小、う歯多数、歯
周炎、右下顎頭変形、
下顎骨骨髄炎

14 2019/1/18 R.T F 55 上肢障害 歯痛 Y 欠損歯列、顎関節可動制限



歯科的主訴

検診日 名前 性別 受診時年齢 障がい部位
歯科的
主訴

顎関節症状 備考

1 2016/10/21 A.N F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 両側TMD, 下顎頭に骨穿孔、
下顎隆起

2 2016/11/18 M.K F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3b C2本,

3 2017/1/27 N.K M 54 聴覚障害 開口障害 Y, 3b 両側TMD, 陳旧性CL

4 2017/1/27 K.K M 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 左側TMD,口蓋隆起

5 2017/1/27 H.O M 54 上肢障害、ワレンベルク症
候群、嚥下障害

N N 小顎症、歯に着色

6 2017/10/13 K.O M 55 聴覚障害 開口障害 N 右側筋突起過長症

7 2017/10/13 K.K M 55 N 右下の歯痛 N TCH,歯根破折、インプラント

8 2017/11/10 T.E M 55 N 奥歯の痛み N 歯周炎、智歯周囲炎、
オトガイ神経知覚鈍麻

9 2017/12/15 A.I M 56 聴覚障害 N N 上顎洞炎手術？

10 2017/12/15 S.Y F 55 N 右顎がカクカクする Y, 3a 右下顎頭低形成,下顎偏位
カリエス、変形性斜頭

11 2018/1/5 T.S M 55 上肢障害 N N 歯周炎

12 2018/1/5 M.I M 58 聴覚障害（重症）
歯科治療になかなか

行けない
N 開口障害、口裂狭小、う歯多数

13 2018/11/30 K.K F 57 聴覚障害
かみ合わせがおかし
い、顎がおかしい

Y, 4
開口障害、口裂狭小、う歯多数、歯
周炎、右下顎頭変形、
下顎骨骨髄炎

14 2019/1/18 R.T F 55 上肢障害 歯痛 Y 欠損歯列、顎関節可動制限



当科で行われた検診

検診日 名前 性別 受診時年齢 障がい部位
歯科的
主訴

顎関節症状 備考

1 2016/10/21 A.N F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 両側TMD, 下顎頭に骨穿孔、
下顎隆起

2 2016/11/18 M.K F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3b C2本,

3 2017/1/27 N.K M 54 聴覚障害 開口障害 Y, 3b 両側TMD, 陳旧性CL

4 2017/1/27 K.K M 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 左側TMD,口蓋隆起

5 2017/1/27 H.O M 54 上肢障害、ワレンベルク症
候群、嚥下障害

N N 小顎症、歯に着色

6 2017/10/13 K.O M 55 聴覚障害 開口障害 N 右側筋突起過長症

7 2017/10/13 K.K M 55 N 右下の歯痛 N TCH,歯根破折、インプラント

8 2017/11/10 T.E M 55 N 奥歯の痛み N 歯周炎、智歯周囲炎、
オトガイ神経知覚鈍麻

9 2017/12/15 A.I M 56 聴覚障害 N N 上顎洞炎手術？

10 2017/12/15 S.Y F 55 N 右顎がカクカクする Y, 3a 右下顎頭低形成,下顎偏位
カリエス、変形性斜頭

11 2018/1/5 T.S M 55 上肢障害 N N 歯周炎

12 2018/1/5 M.I M 58 聴覚障害（重症）
歯科治療になかなか

行けない
N 開口障害、口裂狭小、う歯多数

13 2018/11/30 K.K F 57 聴覚障害
かみ合わせがおかし
い、顎がおかしい

Y, 4
開口障害、口裂狭小、う歯多数、歯
周炎、右下顎頭変形、
下顎骨骨髄炎

14 2019/1/18 R.T F 55 上肢障害 歯痛 Y 欠損歯列、顎関節可動制限



Case 1:  A.N. 54Y F  



当科で行われた検診

検診日 名前 性別 受診時年齢 障がい部位
歯科的
主訴

顎関節症状 備考

1 2016/10/21 A.N F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 両側TMD, 下顎頭に骨穿孔、
下顎隆起

2 2016/11/18 M.K F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3b C2本,

3 2017/1/27 N.K M 54 聴覚障害 開口障害 Y, 3b 両側TMD, 陳旧性CL

4 2017/1/27 K.K M 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 左側TMD,口蓋隆起

5 2017/1/27 H.O M 54 上肢障害、ワレンベルク症
候群、嚥下障害

N N 小顎症、歯に着色

6 2017/10/13 K.O M 55 聴覚障害 開口障害 N 右側筋突起過長症

7 2017/10/13 K.K M 55 N 右下の歯痛 N TCH,歯根破折、インプラント

8 2017/11/10 T.E M 55 N 奥歯の痛み N 歯周炎、智歯周囲炎、
オトガイ神経知覚鈍麻

9 2017/12/15 A.I M 56 聴覚障害 N N 上顎洞炎手術？

10 2017/12/15 S.Y F 55 N 右顎がカクカクする Y, 3a 右下顎頭低形成,下顎偏位
カリエス、変形性斜頭

11 2018/1/5 T.S M 55 上肢障害 N N 歯周炎

12 2018/1/5 M.I M 58 聴覚障害（重症）
歯科治療になかなか

行けない
N 開口障害、口裂狭小、う歯多数

13 2018/11/30 K.K F 57 聴覚障害
かみ合わせがおかし
い、顎がおかしい

Y, 4
開口障害、口裂狭小、う歯多数、歯
周炎、右下顎頭変形、
下顎骨骨髄炎

14 2019/1/18 R.T F 55 上肢障害 歯痛 Y 欠損歯列、顎関節可動制限



Case 2:  M.K. 54Y M 



当科で行われた検診

検診日 名前 性別 受診時年齢 障がい部位
歯科的
主訴

顎関節症状 備考

1 2016/10/21 A.N F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 両側TMD, 下顎頭に骨穿孔、
下顎隆起

2 2016/11/18 M.K F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3b C2本,

3 2017/1/27 N.K M 54 聴覚障害 開口障害 Y, 3b 両側TMD, 陳旧性CL

4 2017/1/27 K.K M 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 左側TMD,口蓋隆起

5 2017/1/27 H.O M 54 上肢障害、ワレンベルク症
候群、嚥下障害

N N 小顎症、歯に着色

6 2017/10/13 K.O M 55 聴覚障害 開口障害 N 右側筋突起過長症

7 2017/10/13 K.K M 55 N 右下の歯痛 N TCH,歯根破折、インプラント

8 2017/11/10 T.E M 55 N 奥歯の痛み N 歯周炎、智歯周囲炎、
オトガイ神経知覚鈍麻

9 2017/12/15 A.I M 56 聴覚障害 N N 上顎洞炎手術？

10 2017/12/15 S.Y F 55 N 右顎がカクカクする Y, 3a 右下顎頭低形成,下顎偏位
カリエス、変形性斜頭

11 2018/1/5 T.S M 55 上肢障害 N N 歯周炎

12 2018/1/5 M.I M 58 聴覚障害（重症）
歯科治療になかなか

行けない
N 開口障害、口裂狭小、う歯多数

13 2018/11/30 K.K F 57 聴覚障害
かみ合わせがおかし
い、顎がおかしい

Y, 4
開口障害、口裂狭小、う歯多数、歯
周炎、右下顎頭変形、
下顎骨骨髄炎

14 2019/1/18 R.T F 55 上肢障害 歯痛 Y 欠損歯列、顎関節可動制限



Case 3:  N.K. 54Y M 



当科で行われた検診

検診日 名前 性別 受診時年齢 障がい部位
歯科的
主訴

顎関節症状 備考

1 2016/10/21 A.N F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 両側TMD, 下顎頭に骨穿孔、
下顎隆起

2 2016/11/18 M.K F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3b C2本,

3 2017/1/27 N.K M 54 聴覚障害 開口障害 Y, 3b 両側TMD, 陳旧性CL

4 2017/1/27 K.K M 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 左側TMD,口蓋隆起

5 2017/1/27 H.O M 54 上肢障害、ワレンベルク症
候群、嚥下障害

N N 小顎症、歯に着色

6 2017/10/13 K.O M 55 聴覚障害 開口障害 N 右側筋突起過長症

7 2017/10/13 K.K M 55 N 右下の歯痛 N TCH,歯根破折、インプラント

8 2017/11/10 T.E M 55 N 奥歯の痛み N 歯周炎、智歯周囲炎、
オトガイ神経知覚鈍麻

9 2017/12/15 A.I M 56 聴覚障害 N N 上顎洞炎手術？

10 2017/12/15 S.Y F 55 N 右顎がカクカクする Y, 3a 右下顎頭低形成,下顎偏位
カリエス、変形性斜頭

11 2018/1/5 T.S M 55 上肢障害 N N 歯周炎

12 2018/1/5 M.I M 58 聴覚障害（重症）
歯科治療になかなか

行けない
N 開口障害、口裂狭小、う歯多数

13 2018/11/30 K.K F 57 聴覚障害
かみ合わせがおかし
い、顎がおかしい

Y, 4
開口障害、口裂狭小、う歯多数、歯
周炎、右下顎頭変形、
下顎骨骨髄炎

14 2019/1/18 R.T F 55 上肢障害 歯痛 Y 欠損歯列、顎関節可動制限



Case 6:  K.O. 55Y M 



Case 6:  K.O. 55Y M 



当科で行われた検診

検診日 名前 性別 受診時年齢 障がい部位
歯科的
主訴

顎関節症状 備考

1 2016/10/21 A.N F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 両側TMD, 下顎頭に骨穿孔、
下顎隆起

2 2016/11/18 M.K F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3b C2本,

3 2017/1/27 N.K M 54 聴覚障害 開口障害 Y, 3b 両側TMD, 陳旧性CL

4 2017/1/27 K.K M 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 左側TMD,口蓋隆起

5 2017/1/27 H.O M 54 上肢障害、ワレンベルク症
候群、嚥下障害

N N 小顎症、歯に着色

6 2017/10/13 K.O M 55 聴覚障害 開口障害 N 右側筋突起過長症

7 2017/10/13 K.K M 55 N 右下の歯痛 N TCH,歯根破折、インプラント

8 2017/11/10 T.E M 55 N 奥歯の痛み N 歯周炎、智歯周囲炎、
オトガイ神経知覚鈍麻

9 2017/12/15 A.I M 56 聴覚障害 N N 上顎洞炎手術？

10 2017/12/15 S.Y F 55 N 右顎がカクカクする Y, 3a 右下顎頭低形成,下顎偏位
カリエス、変形性斜頭

11 2018/1/5 T.S M 55 上肢障害 N N 歯周炎

12 2018/1/5 M.I M 58 聴覚障害（重症）
歯科治療になかなか

行けない
N 開口障害、口裂狭小、う歯多数

13 2018/11/30 K.K F 57 聴覚障害
かみ合わせがおかし
い、顎がおかしい

Y, 4
開口障害、口裂狭小、う歯多数、歯
周炎、右下顎頭変形、
下顎骨骨髄炎

14 2019/1/18 R.T F 55 上肢障害 歯痛 Y 欠損歯列、顎関節可動制限



Case 10:  S.Y. 55Y F 



Case 10:  S.Y. 55Y F 



Case 10:  S.Y. 55Y F 



Case 10:  S.Y. 55Y F 



当科で行われた検診

検診日 名前 性別 受診時年齢 障がい部位
歯科的
主訴

顎関節症状 備考

1 2016/10/21 A.N F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 両側TMD, 下顎頭に骨穿孔、
下顎隆起

2 2016/11/18 M.K F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3b C2本,

3 2017/1/27 N.K M 54 聴覚障害 開口障害 Y, 3b 両側TMD, 陳旧性CL

4 2017/1/27 K.K M 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 左側TMD,口蓋隆起

5 2017/1/27 H.O M 54 上肢障害、ワレンベルク症
候群、嚥下障害

N N 小顎症、歯に着色

6 2017/10/13 K.O M 55 聴覚障害 開口障害 N 右側筋突起過長症

7 2017/10/13 K.K M 55 N 右下の歯痛 N TCH,歯根破折、インプラント

8 2017/11/10 T.E M 55 N 奥歯の痛み N 歯周炎、智歯周囲炎、
オトガイ神経知覚鈍麻

9 2017/12/15 A.I M 56 聴覚障害 N N 上顎洞炎手術？

10 2017/12/15 S.Y F 55 N 右顎がカクカクする Y, 3a 右下顎頭低形成,下顎偏位
カリエス、変形性斜頭

11 2018/1/5 T.S M 55 上肢障害 N N 歯周炎

12 2018/1/5 M.I M 58 聴覚障害（重症）
歯科治療になかなか

行けない
N 開口障害、口裂狭小、う歯多数

13 2018/11/30 K.K F 57 聴覚障害
かみ合わせがおかし
い、顎がおかしい

Y, 4
開口障害、口裂狭小、う歯多数、歯
周炎、右下顎頭変形、
下顎骨骨髄炎

14 2019/1/18 R.T F 55 上肢障害 歯痛 Y 欠損歯列、顎関節可動制限



Case 13:  K.K. 53Y F 



Case 13:  K.K. 53Y F 



Case 13:  K.K. 53Y F 



当科で行われた検診

検診日 名前 性別 受診時年齢 障がい部位
歯科的
主訴

顎関節症状 備考

1 2016/10/21 A.N F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 両側TMD, 下顎頭に骨穿孔、
下顎隆起

2 2016/11/18 M.K F 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3b C2本,

3 2017/1/27 N.K M 54 聴覚障害 開口障害 Y, 3b 両側TMD, 陳旧性CL

4 2017/1/27 K.K M 54 上肢障害 顎がガクガクする Y, 3a 左側TMD,口蓋隆起

5 2017/1/27 H.O M 54 上肢障害、ワレンベルク症
候群、嚥下障害

N N 小顎症、歯に着色

6 2017/10/13 K.O M 55 聴覚障害 開口障害 N 右側筋突起過長症

7 2017/10/13 K.K M 55 N 右下の歯痛 N TCH,歯根破折、インプラント

8 2017/11/10 T.E M 55 N 奥歯の痛み N 歯周炎、智歯周囲炎、
オトガイ神経知覚鈍麻

9 2017/12/15 A.I M 56 聴覚障害 N N 上顎洞炎手術？

10 2017/12/15 S.Y F 55 N 右顎がカクカクする Y, 3a 右下顎頭低形成,下顎偏位
カリエス、変形性斜頭

11 2018/1/5 T.S M 55 上肢障害 N N 歯周炎

12 2018/1/5 M.I M 58 聴覚障害（重症）
歯科治療になかなか

行けない
N 開口障害、口裂狭小、う歯多数

13 2018/11/30 K.K F 57 聴覚障害
かみ合わせがおかし
い、顎がおかしい

Y, 4
開口障害、口裂狭小、う歯多数、歯
周炎、右下顎頭変形、
下顎骨骨髄炎

14 2019/1/18 R.T F 55 上肢障害 歯痛 Y 欠損歯列、顎関節可動制限



Case 8:  T.E. 55Y M 



Case 8:  T.E. 55Y M 



Case 8:  T.E. 55Y M 



Case 8:  T.E. 55Y M 



当初予想していた臨床症状

1. う蝕（むし歯）が多い.

2. 歯に実質欠損がある.

3. 歯周炎に罹患している.

4. 残存歯が少ない.

5. 舌, 口唇などの口腔粘膜に炎症がある

6. 下顎骨の形態異常

7. 開口障害, 関節雑音など顎関節異常

→  必ずしもそうとは言えない

→  必ずしもそうとは言えない

→  必ずしもそうとは言えない

→  必ずしもそうとは言えない

→  そうではない

→  ありそうである

→  ありそうである

検診の結果, （根拠はないが）漠然と感じたこと
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